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みなさん、ワンちゃん・ネコちゃんのはみがきは
していますか？ 

今回は、『歯』についてのお話です。 

ワンちゃんやネコちゃんのお口の中を見て、『歯が茶色い！（もしくは黄色）』 
と思われたことはないでしょうか？これは『歯石』といわれるものです。 
犬は歯石が作られるのが早く、歯垢が着いてから2～３日で歯石になると言われて 
います。歯石は簡単には取れず、そのままにしておくとお口の中の細菌が増えて 
歯周病や様々な病気につながることがあります。 

歯石を取るには『スケーリング（歯石除去）』が必要です。当院では、全身麻酔をかけて 
歯石除去をおこなっています。その理由として、動物が動かない安全な状態で施術をする、歯周ポケットの 
中までしっかりとキレイにするためです。また、見た目では歯石の付着がひどくなくても麻酔をかけてじっくり見 
ると歯周病がひどかった、という例もあるため、麻酔をかけた状態でしっかりと状態を判断する必要があります。 

麻酔をかけずに歯石除去を行うと、見た目はキレイになりますが、歯周ポケットの奥など細かいところの施術ができない、動物を無理
やり押さえなければいけないため恐怖心を与えたり、口まわりを触らせてくれなくなる、などのデメリットがあります。他にも、歯が
折れる、下顎骨を骨折するなど深刻な事故が報告されているため、『麻酔をかけなければ安全！』とは言えません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯石がつかないようにする方法、それがはみがきです。食後に歯垢を落とすことで、歯石が 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着くのを防ぐことができます。しかし、『じゃあ今日からはみがきをしよう！』と言ってや 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らせてくれるワンちゃんやネコちゃんは、少ないのではないでしょうか？それどころか、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そもそもお口を触られるのを嫌がるから、はみがきなんてムリ…という方が大多数なのでは 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないでしょうか？ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そんな子たちのために、当院では『はみがき外来』を始めました。飼い主様とゆっくりお話 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する時間をもうけ、その子その子に合ったデンタルケアの方法をご提案します。ストレス無 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くはみがきをするためには、まず上手にコミュニケーションをとるところから…そんなお話 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をさせていただきます。はみがきができる頃には、今より良い関係が築けているはず。 

はみがきの 

おはなし　　

はみがき外来（全２回シリーズ） 

第１回：お口の病気・ケアの仕方のお話、まずは楽しくお口を触れるようになろう！ 
　　　　　第２回：お口が触れるようになったかチェック！&実際にハブラシを使ってやってみよう！ 

　　　　　☆各回プレゼント付き！ 

●実施日時：火・金・土曜　15:00-15:30 

●費用：第１回　2500円（プレゼント代込み） 

　　　　第２回　1000円（プレゼント代込み）

予約制になりますので、お気軽にお電話下さい！ 

０４６ー２０６ー４５３９

歯石が付着して 
いる様子
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トリミングに来てくれた 

ワンちゃん 

ご紹介コーナー！

☆じじちゃん☆ 

みんな大好き！ 

フワフワかわいいビションさん。 

☆茶々ちゃん☆ 

笑顔がステキなマルプーちゃん。 

カメラ目線がキマってます！

☆チャコちゃん☆ 

人なつっこいマルプーちゃん。 

とってもおりこうさん♪ 

トリミング実施日増えました！ 

予約お待ちしております。 

（お電話でも受け付けています）

暑くなってくるとワンちゃんはよくお水を飲んでいますが、おうちの
ネコちゃんはお水を飲んでいるでしょうか？ネコちゃんは元々砂漠が
ある地方の由来で、お水をたくさん飲まなくても大丈夫だったそう
です。しかし、必要量を摂取しないと腎臓病や尿石症などの尿路疾患
になる可能性があるため、しっかりと飲水する必要があります。 

あまり水を飲まないネコちゃんに、お水を飲んでもらう 
工夫をご紹介します。 

ネコちゃん、 

お水飲んでますか？？

①お皿を変えてみる 

猫ちゃんは匂いに敏感で、お皿の素材によっては匂
いを嫌がる子もいます。一般的に 

陶器＞ガラス＞プラスチック＞ステンレス　 

の順に匂いが少ないと言われているので、陶器のお
皿に変えてみるといいかもしれません。 

また、お皿にヒゲが触れると嫌がる子も多いので、
口が広いお皿や食器を少し高くすると飲みやすくな
ります。

②ごはんの種類を変えてみる 

ドライフードを食べている子は水分量の多いウェッ
トフードに変えてみる方法もあります。またドライ
フードにお湯をかけてふやかしたり、ドライフード
とお水を一緒に入れる、という方法もあります。

③お水が飲める場所を増やす 

おうちの中に数カ所お水のお皿を置いて、飲める場
所を増やしておくと、お水を飲む機会が増えます。

一般的に健康な猫ちゃんが１日に飲む
水の量は、体重1kg当たり20～45ml
と言われています。（体重3kgの子で
60～135ml）気になる方は測ってみる
といいかもしれません。 

逆にお水をたくさん飲んでいる場合は
病気のサインのこともありますので、
獣医師までご相談下さい。


